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業績の状況（連結）
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医薬品売上 の 内訳

・ザルティア（＋６６８百万円、＋１３４．４％）
（前立腺肥大症に伴う排尿障害改善剤 ）

・トラマール・ワントラム

（ ＋５３３百万円、＋１０１．５％ ）
（がん疼痛・慢性疼痛治療剤）

・ビダーザ（＋４６０百万円、＋１９．１％）
（骨髄異形成症候群治療剤）

等の伸長

・エビプロスタット（ △ ３４８百万円、△２４．６％ ）
（前立腺肥大症治療剤）

・ガスロンN（ △１４８百万円、△ １６．０％ ）
（粘膜防御性胃炎・胃潰瘍治療剤）

等の減少

その他：原薬および受託製造
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事業別業績推移 医薬品

0

16,000

2014年度

第1四半期

2015年度

第1四半期

14,444
15,802

実績 １５,８０２百万円

対 前年同期比

＋ １，３５８百万円（ ＋ ９．４ ％ ）

(百万円）
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機能食品売上 の 内訳
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事業別業績推移 機能食品

0

3,500

2014年度

第1四半期

2015年度

第1四半期

3,494 3,457

実績 ３,４５７百万円

対 前年同期比

△ ３６百万円（ △ １．１％ ）

(百万円）
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業績推移（連結）売上高

0

25,000

2014年度

第1四半期

2015年度

第1四半期

14,444 15,802

3,494
3,457

医薬品 機能食品

17,939 19,260

実績 １９,２６０百万円

対 前年同期比

＋ １，３２１百万円（ ＋７．４ ％ ）

(百万円）
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損益計算書 （連結） ①
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損益計算書 （連結） ②
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財政状況 （連結）

＝増加科目＝

資産の部 ： たな卸資産、投資その他の資産

負債の部 ： 賞与引当金

純資産の部 ： その他有価証券評価差額金

＝減少科目＝

資産の部 ： 有価証券、受取手形及び売掛金

負債の部 ： 未払法人税等

純資産の部 ： 利益剰余金
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通期業績予想 （連結）

8,928 9,500

0

10,000

2014年度実績 2015年度予想

(百万円） 経常利益 + ６．４ ％

79,991
90,000

0

100,000

2014年度実績 2015年度予想

(百万円） 売 上 高 + １２．５ ％

8,562
9,300

0

10,000

2014年度実績 2015年度予想

(百万円） 営業利益 + ８．６ ％

5,882

6,700

0

10,000

2014年度実績 2015年度予想

(百万円）
親会社株主に帰属する

当期純利益 ＋１３．９％



研究開発品目の進捗状況
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新製品開発状況（国内）

開発品目 申請区分 適応症等 開発段階 ２０１３年度 ２０１４年度 ２０１５年度 ２０１６年度

ＧＡ１０１
（オビヌツズマブ）

（導入）
新成分

低悪性度・中高悪性度
非ホジキンリンパ腫

ＰⅢ

ＮＳ-３０４
（セレキシパグ）

（自社）
新成分

肺動脈性肺高血圧症 申請準備中 申請

慢性血栓塞栓性
肺高血圧症

ＰⅡ

閉塞性動脈硬化症 ＰⅡ

ＮＳ-１４１
（自社）

新成分 皮膚疾患に伴うそう痒 ＰⅡ

ＮＳ-９８６
（導入）

新成分 夜間頻尿 ＰⅡ PⅡa
PⅡb
予定

ＮＳ-０６５/
ＮＣＮＰ-０１

（自社）
新成分

デュシェンヌ型
筋ジストロフィー

ＰⅡ
準備中

ＰⅡ
予定

ＮＳ-５８０
（自社）

新成分 子宮内膜症 ＰⅠ

ＰⅢ

ＰⅡ

ＰⅡ

ＰⅡ

ＰⅡ

ＰⅠ
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新製品開発状況（海外）

開発品目 申請区分 適応症等 開発段階 ２０１３年度 ２０１４年度 ２０１５年度 ２０１６年度

ＮＳ-３０４
（セレキシパグ）

（自社）
新成分 肺動脈性肺高血圧症

ＵＳ/ＥＵ
申請中

ﾌﾟﾙﾘﾌﾛｷｻｼﾝ
（自社）

新成分 合成抗菌剤
中国
ＰⅢ

ＮＳ-０１８
（自社）

新成分 骨髄線維症
ＵＳ

ＰⅠ/Ⅱ

Lee's Pharma社

Actelion社

ＰⅢ

ＰⅠ/Ⅱ

ＰⅢ 申請

申請



将来見通しに関する注意事項

本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」を含みます。
これらの文書は、現在における見込み、予測、リスクを伴う想定、実質的にこれらの文書
とは異なる現実的な結論、結果を招きえる不確実性に基づくものです。

それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、貨幣為替変
動といった一般的な国内および国際的な経済状況が含まれます。リスクや不確実性は、
特に製品に関連した見通し情報に存在します。製品のリスク、不確実性には、技術的進
歩、特許の競合他社による獲得、臨床試験の完了ならびに中止、製品の安全性ならびに
効果に関するクレームや懸念、規制機関からの承認取得、国内外の社会保障制度関連
改革、健康管理コスト抑制への傾向、国内外の事業に影響を与える政府の法規制、新製
品開発に付随する課題などが含まれますが、これらに限定されるものではありません。

また、承認済み製品に関しては、製造およびマーケティングのリスクがあり、需要を満
たす製造能力を欠く状況、原材料の入手困難、他社との競合などが含まれますが、これ
に限定されるものではありません。

新しい情報、将来の出来事もしくはその他の事項より、見通し情報に更新もしくは改正
が望ましい場合であっても、それを行う意図を有するものではなく、義務を負うものではあ
りません。
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